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光触媒は、光エネルギーを使って水素を発生させたり、有機物を分解したりするなど様々な用

途に応用できることから、近年大きな注目を集めている。二次元窒化炭素ポリマーの一つである

poly(heptazine imide)（以下 PHI）は、エネルギーを蓄積して暗所でも光触媒活性を示すというユニ

ークな性質を持つ 1。さらに PHI は、窒化炭素ポリマーの代表的存在である melon よりも高い水

素発生速度を示し、助触媒なしで酸素を発生できることから、可視光応答型光触媒として応用が

期待されている 2,3。しかし、なぜ PHIがこのような高い光触媒活性を持つのかについては、まだ

不明な点が多い。 

本研究では、PHIが高い光触媒活性を示す理由

を追究するため、光触媒活性に影響を与えるい

くつかの基本的な特性を melon と比較した。還

元対象としていくつかの有機色素を用い、PHI 

と melon の吸着能力と活性能力を定量的に評価

した結果、吸着能力と光触媒活性能力の相関が

明らかになった。また、PHIの吸着能力の高さは、

その誘電率の大きさに関係していることが示さ

れ、特に大きな永久双極子を持つ色素に対して

高い吸着能力を示すことがわかった。本発表で

は、これらの結果をもとに、PHIが高い活性を示

すメカニズムについて考察する。さらに、高効率

な活性を示す光触媒を設計するための指針を提

案する。 
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Figure 1. (a) Photodecolorization rate k of each dye by 

photocatalytic activity of PHI and melon. (b) 

Adsorption amount of each dye to PHI and melon. 

第69回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2022 青山学院大学　相模原キャンパス ＆ オンライン)22p-E301-3 

© 2022年 応用物理学会 100000001-041 T14


